
想
が
四
賢
婦
人
へ
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　
四
賢
婦
人
と
は
「
熊
本
の
猛
婦
」
と
称
さ
れ
、
近

代
日
本
に
お
け
る
女
子
教
育
や
婦
人
解
放
運
動
に
尽

力
し
、
今
日
の
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
の
礎
を
築

い
た
竹
崎
順
子
、
徳
富
久
子
、
横
井
つ
せ
子
、
矢
嶋

楫か
じ

子こ

の
熊
本
県
益
城
町
生
ま
れ
の
四
姉
妹
の
こ
と
で

す
。

　
竹
崎
順
子
は
、
明
治
に
お
け
る
女
子
教
育
の
先
駆

者
で
、
熊
本
女
学
校
（
後
の
熊
本
フ
ェ
イ
ス
学
院
）

を
創
設
。
徳
富
久
子
は
、
近
代
日
本
の
文
豪
、
徳
富

蘇
峰
、
徳
富
蘆
花
兄
弟
の
母
と
し
て
、
女
子
教
育
に

挺
身
。
横
井
つ
せ
子
は
、
前
述
の
横
井
小
楠
の
妻
と

し
て
「
夫
は
天
下
人
で
あ
る
。
妻
た
る
自
分
も
で
き

る
だ
け
学
問
を
し
て
夫
の
名
を
辱
め
る
こ
と
が
な
い

よ
う
に
」
と
献
身
し
ま
し
た
。
長
男
、
娘
婿
と
も
同

志
社
大
学
総
長
を
務
め
ま
し
た
。
矢
嶋
楫
子
は
、
日

本
キ
リ
ス
ト
教
婦
人
矯
風
会
会
頭
と
し
て
、
婦
人
参

政
権
、
廃
娼
運
動
等
に
貢
献
し
、
東
京
・
女
子
学
院

を
創
立
し
、
初
代
校
長
と
な
り
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
大
統
領
か
ら
も
高
い
評
価
を

得
ま
し
た
。

　
幕
末
維
新
の
精
神
的
支
柱
、
横
井
小
楠
の
説
い
た
、

お
互
い
を
尊
重
す
る
と
い
う
寛
容
の
精
神
が
、
小
楠

の
未
亡
人
つ
せ
子
と
、
そ
の
姉
妹
を
通
し
て
、
今
日

の
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
へ
脈
々
と
受
け
継
が
れ

て
い
る
こ
と
を
知
り
、
歴
史
の
尊
さ
を
改
め
て
か
み

し
め
て
い
ま
す
。

11
月
10
日
㈰
は

阿
南
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

の
投
票
日
で
す

　

任
期
満
了
に
よ
る
阿
南
市
議
会

議
員
一
般
選
挙
が
、
11
月
３
日
㈷

に
告
示
さ
れ
、
11
月
10
日
㈰
に
投

開
票
が
行
わ
れ
ま
す
。

立
候
補
予
定
者
説
明
会

　

阿
南
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
立

候
補
予
定
者
に
対
す
る
説
明
会
等

を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
関
係

者
の
方
は
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

日
時　
10
月
２
日
㈬　

午
前
10
時
～

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館
２
階　

ふ

れ
あ
い
ホ
ー
ル

持
参
物　
印
鑑

※
当
日
、
立
候
補
の
届
け
出
に
必

要
な
書
類
を
お
渡
し
し
ま
す
。

立
候
補
届
出
書
類
の
事
前
審
査

日
時　
10
月
21
日
㈪
・
22
日
㈫

午
前
９
時
～
午
後
４
時

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館
２
階　

研

修
室
「
う
め
」

立
候
補
届
出
の
受
付

日
時　
11
月
３
日
㈷　

午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館
２
階　

ふ

れ
あ
い
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
は　
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局（
☎
22

－

３
７
９
１
）へ

あ
き
地
の
環
境
保
持
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

阿
南
市
で
は
「
あ
き
地
の
環
境

保
持
に
関
す
る
要
綱
」
を
定
め
て

い
ま
す
。
雑
草
が
繁
茂
す
る
と
害

虫
の
発
生
や
ご
み
の
不
法
投
棄
を

招
き
、
生
活
環
境
の
悪
化
に
つ
な

が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
所
有
者

の
皆
さ
ま
に
は
適
正
な
土
地
の
管

理
に
努
め
て
い
た
だ
き
、
住
み
よ

い
環
境
保
持
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

あ
き
地
の
雑
草
で
お
困
り
の
方
は

　

都
市
計
画
区
域
内
の
あ
き
地

（
遊
休
農
地
を
除
く
）
の
環
境
で

お
困
り
の
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

環
境
保
全
課

（
☎
22

－

３
４
１
３
）
へ

図
書
館
へ

●
「
パ
ー
ト
ナ
ー
と
考
え
る
出

産
　
妊
活
バ
イ
ブ
ル
」
著
　
吉

形
玲
美
　
10
冊

吉
形
忠
之
様
・
ヒ
ロ
ヱ
様
か
ら

阿
南
市
立
図
書
館
蔵
書
充
実
の

た
め

吉
井
小
学
校
へ

●
金
一
封

吉
井
町　

海
山
家
隆
様
か
ら
図

書
充
実
の
た
め

　

以
上
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
く
り
も
の

阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

　
８
月
に
熊
本
に
住
む
義
父
を
見
舞
っ
た
際
「
横
井

小
楠
記
念
館
」
と
「
四
賢
婦
人
記
念
館
」
と
い
う
２

つ
の
施
設
を
訪
ね
て
き
ま
し
た
。

　
横
井
小
楠
は
、
幕
末
に
日
本
の
進
む
道
を
示
し
た

偉
大
な
思
想
家
で
す
。
吉
田
松
陰
や
、
坂
本
龍
馬
も

教
え
を
請
い
、
勝
　
海
舟
も
高
く
評
価
を
し
て
い
ま

し
た
。
海
舟
は
小
楠
を
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
ま
す
。

「
お
れ
は
今
ま
で
に
天
下
で
恐
ろ
し
い
も
の
を
２
人

見
た
。
そ
れ
は
、
横
井
小
楠
と
西
郷
隆
盛
と
だ
。
横

井
は
西
洋
の
こ
と
も
別
に
た
く
さ
ん
は
知
ら
ず
、
お

れ
が
教
え
て
や
っ
た
ぐ
ら
い
だ
が
、
お
れ
が
米
国
か

ら
帰
っ
た
時
に
、
小
楠
が
米
国
の
事
情
を
聞
く
か
ら

い
ろ
い
ろ
教
え
て
や
っ
た
ら
、
一
を
聞
い
て
十
を
知

る
と
い
う
ふ
う
で
、
た
ち
ま
ち
彼か

の
国く

に

（
米
国
）
の

事
情
に
精
通
し
て
し
ま
っ
た
。」（
氷
川
清
話
よ
り
）

　
小
楠
は
、
明
治
新
政
府
で
西
郷
隆
盛
や
大
久
保
利

通
と
と
も
に
参
与
と
な
り
、
岩
倉
具
視
の
知
恵
袋
と

し
て
大
き
な
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
明

治
２
年
に
保
守
、
守
旧
派
に
よ
り
暗
殺
さ
れ
ま
し
た
。

小
楠
は
「
国
家
は
富
む
だ
け
で
は
い
け
な
い
。
ま
た

軍
備
を
増
強
す
る
だ
け
で
も
い
け
な
い
。
地
球
上
で

一
番
大
切
な
の
は
、
お
互
い
に
そ
の
立
場
を
認
め
合

い
、
お
互
い
が
お
互
い
を
許
す
寛
容
の
心
が
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
説
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
思

　

平
成
25
年
度
に
市
が
発
注
す
る

建
設
工
事
な
ら
び
に
建
設
工
事
に

係
る
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
業
務
等
お
よ
び
用
地
取
得
等
に

関
す
る
委
託
業
務
の
入
札
に
参
加

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
請
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

平
成
25
年
３
月
に
定
期
受
付
を
さ

れ
た
方
は
不
要
で
す
。

提
出
期
間　
９
月
２
日
㈪
～
30
日

㈪
（
土
、
日
、
祝
日
は
除
く
）

受
付
業
種　
土
木
・
建
築
等
の
建

設
工
事
お
よ
び
測
量
・
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
・
公
共
嘱
託
登
記
等

の
業
務

提
出
書
類
等　
本
市
の
一
般
競
争

入
札
（
指
名
競
争
入
札
）
参
加
資

格
審
査
申
請
書
の
提
出
要
領
に
よ

る
も
の
と
し
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
な
お
、
建
設
工
事
の
業
種

に
つ
い
て
は
、
大
臣
ま
た
は
知
事

が
実
施
す
る
経
営
事
項
審
査
を
受

け
る
べ
き
時
期
に
受
け
て
い
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
本
市
は

電
子
入
札
を
実
施
し
て
い
ま
す
の

で
、
入
札
に
参
加
す
る
に
は
機
器

等
の
準
備
が
必
要
で
す
。

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
は　
管
財

課
（
☎
22

－

３
８
０
４
）
へ

救
急
車
の
適
正
利
用
の

お
願
い

　

平
成
24
年
の
救
急
出
動
件
数
が

３
２
７
０
件
で
、
10
年
前
に
比
べ

１
０
１
９
件
増
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
救
急
搬
送
患
者
の
う
ち
軽

症
が
42
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
緊
急
性
が
な
く
自
分
で
病
院

に
行
け
る
」「
ど
こ
の
病
院
に
行

け
ば
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」
場

合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

救
急
車
以
外
に
搬
送
の
手
段
は

な
く
、
緊
急
に
医
療
機
関
等
に
搬

送
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
は
、

迷
わ
ず
に
救
急
車
を
要
請
し
て
く

だ
さ
い
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
火
災
・
救
急
病

院
案
内
（
☎
22

－

９
９
９
９
）
ま

た
は
消
防
本
部
（
☎
22

－

１
１
２

０
）
へ

　

初
秋
の
候
、
市
民
の
皆
様
に

は
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と
と

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
こ
と
、
８
月
１
日
付
け
を

も
ち
ま
し
て
、
阿
南
市
政
策
監
を

拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
あ
ら
た
め

て
、
そ
の
職
責
の
重
大
さ
を
痛
感

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

先
行
き
不
透
明
な
経
済
状
況
下
、

地
方
財
政
は
厳
し
さ
を
増
し
、
地

方
分
権
社
会
が
進
展
す
る
中
、
住

民
福
祉
の
向
上
と
安
全
・
安
心
で

明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
に
大
変
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
方
の

ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

阿
南
市
政
策
監　

西
田　

修

建
設
工
事
等
の
一
般
競
争
入
札
（
指
名
競
争
入
札
）

参
加
資
格
審
査
申
請
【
追
加
申
請
】
の
受
付

年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
国
民
年
金
に
加
入
し

て
い
ま
す
が
、
国
民
年

金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
な
い

か
心
配
で
す
。
な
に
か
良
い
方

法
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
に
つ
い
て
、
口
座

振
替
の
手
続
き
を
す
る
こ
と
に

よ
り
、
毎
月
自
動
的
に
引
き
落

と
し
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
納

期
限
を
気
に
す
る
必
要
が
な
く
、

納
め
忘
れ
が
な
く
な
り
ま
す
。

　
申
し
込
み
方
法
は
、
口
座
振

替
申
出
書
に
必
要
な
事
項
を
記

入
・
押
印（
口
座
届
出
印
）し
、金

融
機
関
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
残
高
不
足
で
引
き
落

と
し
さ
れ
な
か
っ
た
と
き
は
、

翌
月
分
の
引
き
落
と
し
の
際
に
、

再
振
替
（
翌
月
分
と
一
緒
に
２

カ
月
分
を
引
き
落
と
し
）
し
ま

す
。
再
振
替
が
で
き
な
か
っ
た

と
き
は
、
納
付
書
が
送
付
さ
れ

ま
す
の
で
、
金
融
機
関
な
ど
の

窓
口
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
　
保
険
年
金
課

（
☎
22

−

１
１
１
８
）
へ

ＱＡ

　　　　　　　全国瞬時警報システム（Ｊアラート）は、
津波情報や緊急地震速報、弾道ミサイル情報などの対処
に時間的余裕のない事態に関する情報を、人工衛星を用
いて国から送信し、市の防災行政無線を自動起動させ、
緊急情報を瞬時に伝達するシステムです。
　緊急時における住民への迅速かつ確実な情報伝達に資
するよう、Ｊアラートの全国一斉情報伝達訓練を実施し
ます。旧阿南市全域の防災行政無線から試験放送が流れ
ますので、ご協力ください。
　なお、那賀川町と羽ノ浦町は、今年度のデジタル化工事完了後にＪアラ
ートの運用を開始しますので、今回の試験放送は流れません。また、気象
状況や災害の発生状況に応じて訓練を延期する場合があります。

日時　９月11日㈬ 11:00頃と11:30頃の２回（予備日10月９日㈬）
放送内容　「これは試験放送です」を３回繰り返し、
　　　　　「こちらは防災阿南市役所です」と放送します。
※緊急情報伝達のため、最大音量で放送しますので、ご注意ください。
問い合わせは　防災対策課（☎22－9191）へ

全国瞬時警報システム（Ｊアラート）の
全国一斉情報伝達訓練を実施します

9/11㈬
11：00頃
11：30頃

～
横
井
小し

ょ
う

楠な
ん

と
四し

賢け
ん

婦ふ

人じ
ん

～
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